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0

9%
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12%
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急性期病院

回復期病院

生活期病院

クリニック

介護老人保健施設

小児施設

急性期病院, 回復期病院

その他

令和３年度 卒業生アンケート結果（令和 3年 10月 4日現在） 
【対象】保健医療学部令和 2年度卒業生３６名  

回答数 34件 解答回収率 94.4％ 

１． 現在勤めている病院について 
 
1) 病院・施設の病院形態を教えてください。 
（尚、同一病院内に複数の部署がある場合、現在所属する部署についてお答えください） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                      グラフ内数字は全体の割合および回答件数 
  

【その他回答】 

・PT以外の仕事 ・訪問看護ステーション  ・研究生（２名）  
 
２) リハビリテーション科のセラピスト（PT・OT・ST）の総数を教えて 
ください。 

                                        選択肢５つのうち１つを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０名以下 ４人 

１０名～30名 １４人 

３０名～５０名 ６人 

５０名～７０名 ５人 

７０名以上 ５人 



２． 就職活動について 
 
1) 就職試験はいつでしたか？                                             

 

 

                                          選択肢５つのうち１つを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
２) 就職活動にて見学した施設は何施設ですか？ 

                                     

                                        選択肢１１つのうち１つを選択 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月よりも以前 ８人 

１０月～１２月 ２０人 

1月～2月 １人 

国家試験後 ３人 

卒業後 ２人 

していない １人 

１施設 ８人 

２施設 ６人 

３施設 １０人 

４施設 ２人 

５施設 ２人 

６施設 3人 

７施設 ２人 

８施設 0人 

9施設 ０人 

１０施設 以上 ０人 
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病院・施設形態（急性期など）

立地

給料

休暇

社会保障

友人が在籍

先輩が在籍

実習地

新人教育の充実

研修の充実

学会参加の充実

セラピスト人数

その他

 
３) 就職を決めた要因について、下記項目で当てはまるものを選択してください。
（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              
グラフ内数字は全体の割合および回答件数 

【その他回答】 
・水泳 
・法人に関わる人全員が優しくやる気に満ち溢れてて、雰囲気が良かったため 
・まだ募集していたから 
・リハ科長の人柄 
・先生からの紹介 
・職場の雰囲気 
 

３．就職後のキャリアアップについて 
1）理学療法士として今後明確な目標・キャリアアップの計画はありますか？ 
 

 

 

 

                           

 

 

 

 
 
 
【はい】と答えた方で、具体的にある方はお答えください。 
 
・競泳のトレーナーになる 
・心臓リハビリテーション指導士の資格をとる 
・心臓リハビリテーション指導士の資格取得、呼吸認定療法士の資格取得 
・現在、介護関係の仕事をしています。今後の時代を考えて働いています。現在は理学療法士として働い
ていますが、介護職の資格を取ろうと考えています 

・業務後に先輩にフィードバックをもらう、実技練習、休日の勉強 

はい いいえ 

９人 ２５人 



３．就職後のキャリアアップについて 
2） 大学での教育や経験で現在参考になっていることはありますか？ 
 
◆ フローチャートで問題点を考えること 

◆ 礼儀作法 
◆ 運動療法学テキスト 

◆ 特になし 
◆ 評価 
◆ 基礎的な知識 

◆ 人との接し方、理学療法を行うための考え方 

◆ プリント類 
◆ FIMの資料。松葉杖の実技練習 
◆ 臨床的な教育が参考になっています 

◆ 先輩との関係性。目上の方への態度は現在でも役になっています 

◆ 松葉杖指導の仕方、血液データの見方、下肢装具の作成方法 
◆ ・実習科目・患者情報や評価結果から問題点抽出、治療プログラム立案の考え方 

◆ 通常授業はもちろんのこと、外部講師の方の余談や、授業内容に少し関連した臨床的な雑談
が、現在の臨床でも気づきを与えてくれている 

◆ 内科学、装具学 
 
 
 
３） 大学時代に経験しておくべきことはありますか？ 
 
◆ 模擬患者での評価をもっとやっていたら良かった。評価から問題点を考える機会があったら
良かった 

◆ 特にありません、3科目に一番力を入れるべきだと思います 
◆ ポジショニングの練習、色々な装具、コルセットの着脱練習。車椅子の調整方法 

◆ 適切な問題点抽出、ゴール設定、退院の方向性 
◆ 実技、評価、考察 
◆ 臨床場面をたくさん経験しておきたかったなと感じました。知識、技術が先輩方と比べて足
りないのは当たり前ですが、療法士間での報連相の大切さや患者様とのコミュニケーション
の大切さを実感しました 

◆ 解剖、運動、生理学を、国家試験レベル以上のレベルで学びたかった。臨床現場でのアルバ
イトなど 

◆ 色々な人の考え方、理学療法を行う上でのアプローチの仕方 

◆ 臨床 

◆ 不特定多数との会話 

◆ 臨床実習 
◆ 友人との交流をもっと多く行いたかったです 

◆ ほけてん等、一般の方と接する機会 

◆ 実技、触診 
◆ 装具の扱い方 

◆ 資格取得への活動、読書など自己学習の習慣づけ、学部の先生方との交流 
◆ 基礎学習、実技練習をしっかり取り組む 

◆ 上司との関わり方 
◆ 特になし。（2名） 

 

 

 

 



４） 今後の目標に向かって実施していることはありますか？ 

 

 

 

 

 

 

【はい】と答えた方で、具体的にある方はお答えください。 
 
・勉強会に参加したら、本を読んだりしている。先輩にわからないことは聞く 
・まずは新患処理、書類業務や退院時指導などの業務を完璧に出来るようにし、その後にリハビ
リの質を更に向上出来るように努力しようと考えている・ガイドラインをもとに勉強していま
す。術式についても勉強しています 
・千葉県水泳連盟の帯同。地元スイミングスクールでのトレーナー活動 
・研修会への参加、先輩セラピストへの質問 
・グループや外部の勉強会への参加 
・勉強会への参加 
・理学療法だけでなく、ケアプラン等、今一度考えて利用者様がどのようにしたいのか、どのよ
うな状態なのかを、ケアマネージャー様、ヘルパー様、別の訪看さんと連絡を取り合いなが
ら、1人 1人の安全を見守りながら支え合えるよう、行っています 

 
 
５） 将来のキャリア計画で現在の課題はありますか？ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【はい】と答えた方で、具体的にある方はお答えください。 
 
・既往に内部疾患があり急変により状態が不安定になる方も多いので画像比較や血液データ、他
職種の記録などを参考に、状態把握や負荷量設定、退院支援まで 1人でできるように先輩協力
のもと勉強しています 
・経験量不足、一般的知識の応用など 
・実践不足、知識不足 
・知識、技術不足 
 

はい いいえ 

１４名 ２０名 

はい いいえ 

１４名 ２０名 



４．就職後のキャリアアップについて 
1) 植草学園大学より卒業後の就職支援をしていることは知っていますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２)  卒業後の支援の必要性について 
植草学園大学より卒業後の研修は必要ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３)  （1）ではいを選んだ方は、どのようなキャリア支援が必要と思いますか？ 
 
・研修というより、先生方との意見交換会などをゼミなどで開くと良いと思います 

 

はい いいえ 

７名 ２７名 

はい いいえ 

９名 ２５名 


